木村實教授履歴･業績 by unknown
木村　賓教授　履歴･業績

13
木村　賓教授　履歴･業績
1944年(昭和19年) 1月28日
1962年(昭和37年) 3月31日
1962年(昭和37年) 4月1日
1966年(昭和41年) 3月31日
1966年(昭和41年) 4月1日
1968年(昭和43年) 3月31日
1968年(昭和43年) 4月1日
1972年(昭和47年) 3月31日
1973年(昭和48年) 3月31日
1974年(昭和49年) 4月1日
1977年(昭和52年) 8月31日
1977年(昭和52年) 9月1日
1987年(昭和62年) 9月30日
1987年(昭和62年) 10月1日
1990年(平成2年) 4月1日
1994年(平成6年) 9月11日
1997年(平成9年) 6月
〔履　歴〕
東京に生まれる
東京教育大学付属高等学校卒業
国際基督教大学教養学部社会科学科人学
同大学卒業
東京大学大学院法学政治学研究科入学
同大学院修士課程公法専門課程(国際法専
攻)修了
同大学院博士課程公法専門課程(国際法専
攻)進学
同大学院博士課程所定単位取得
同大学院博士課程退学
埼玉医科大学付属医科技術専門学校教員
同専門学校退職
埼玉医科大学専任講師
同大学退職
埼玉大学教養学部助教授
同教授
英国ケンブリッジ大学法学部および国際法
研究所特別研究員(1995年9月10日まで)
専修大学法学部非常勤講師(2001年3月31
日まで)
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1998年(平成10年) 4月1日　立教大学法学部非常勤講師(1998年9月30
日まで)
1998年(平成10年) 7月25日　英国ケンブリッジ大学国際法研究所客員研
究員(1998年9月23日まで)
1999年(平成11年) 4月1日　法政大学法学部非常勤講師(2000年3月31
日まで)
2001年(平成13年) 3月31日　埼玉大学退職
2001年(平成13年) 4月1日　専修大学法学部教授
2002年(平成14年) 4月1日　早稲田大学法学部,同大学院法学研究科非
常勤講師(2004年3月31日まで)
2005年(平成17年) 4月5日　逝去(享年61歳)
〔業　績〕
1　共著書
『法と現代女性』序｢私たちにとっての法｣,第1講｢法の形成｣,第2講
｢近代社会の法｣,第6講｢国際社会の法｣執筆　尚学社1983/03
『国民法律百科大辞典』 ｢外交保護権｣ ｢国有化｣ ｢民族自決権｣ ｢移民｣ ｢北
大西洋条約機構｣ ｢日ソ共同宣言｣ ｢日中平和友好条約｣ ｢東南アジア
諸国連合｣ ｢ワルシャワ条約機構｣ ｢米州機構｣の項目について執筆
伊藤　正巳他編　ぎょうせい1984/09
『戦争と平和の法』第11章｢諸国民間の合意一条約,敵との間の合意-｣
執筆　大沼　保昭編　東信堂1987/02
『法学一法と現代女性』 (上記『法と現代女性』の改訂,改題)｡序｢私た
ちにとっての法｣,第1講｢法の形成｣,第2講｢近代社会の法｣,節
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6講｢国際社会の法｣執筆　尚学社1988/03
『国際法と国内法一国際公益の展開』 (山本草二教授還暦記念論文集)第
4章第3節｢人権条約の履行確保と国内的救済の原則｣執筆　勤草書
房1991/10
『A Normative Approach to War-Peace. War and Justice in Grotius』の
うち｢10 Agreements between Nations : Treaties and Good Faith
with Enemies｣を担当　0Ⅹford University (Clarendon) Press
1993/01
『国際関係法辞典』 ｢カルポ条項｣, ｢北米渡深会社事件｣の項を執筆　国際
法学会編　三省堂1995/08
『国際法判例百選』 ｢国内的救済完了の原則とその例外-インターハンデル
事件｣執筆　有斐閣　2001/04
2　論文
｢経済制裁に関する国連決議｣ ｢南アフリカ問題｣について執筆『法律時報』
(第39巻13号)日本評論社1967/ll
｢国内的救済の原則の機能｣ 『Neue Forschung』 (現｢国際法政研究｣)
(第8号)国際法政研究会1968/10
｢裁判拒否概念の継承と機能転換｣一私的復仇から外交保護-- 『法律時
報』 (第55巻9号)日本評論社1983/08
｢グロティウス『戦争と平和の法』における合意論｣ 『国際法外交雑誌』
(第83巻1号)国際法学会1984/04
｢諸国民間の合意(1) - 『戦争と平和の法』の研究21-｣ 『法律時報』 (第
56巻9号)日本評論社1984/08
｢諸国民間の合意(2) - 『戦争と平和の法』の研究22-｣ 『法律時報』 (第
56巻10号)日本評論社1984/09
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｢国内救済原則の機能の多様化｣ 『埼玉大学紀要』 (第32巻2号)埼玉大学
教養学部1997/03
｢19世紀英米国際法体系書における外交保護理論-W.ホールを中心に｣
『埼玉大学紀要』 (第35巻2号)埼玉大学教養学部　2000/03
3　学会発表
｢グロティウス国際法学の基本概念とその影響- 『pactum皿国際法学会
秋季大会1983/10
1983年度国際法学会秋期大会｢グロチウス国際法学の基本概念とその影響
《pactum≫ ｣ 『国際法外交雑誌』第82巻5号1984/02
｢国内的救済原則の機能｣国際法学会春季大会1994/05
1994年度国際法学会春季大会｢国内的救済原則の機能｣ 『国際法外交雑誌』
第93巻3.4合併号1994/10
｢人権保障の発展と外交的保護｣国際法協会日本支部研究大会　2004/4
